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1. 坂本R・ツバメのねぐら入り                     ・平成 22 年 7 月 31 日(土) 
1.1 実施状況  

＜テーマ:第 1 回宇治川自然観察会＞ 

テ ー マ ツバメのねぐら入り観察会 

担  当 伏見出張所管内 河川レンジャー 坂本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 31 日(土) 16:00～19:30 

参加人数 参加総数 103 名  

 

 

一般参加者 

河川レンジャー 

協力スタッフ 

伏見出張所 

運営事務局 

87 名

1 名

13 名

1 名

1 名

 

 

NPO 法人ｼﾆｱ自然大学校｢京とおうみ自然文化ｸﾗﾌﾞ｣

 

 

講  師 宮 玲子氏 

辻 勝彦氏 

塚田元朗氏 

NPO 法人シニア自然大学校 野鳥科 

前 NPO 法人シニア自然大学校 野鳥科 

  同上 

スケジュール 16:00 観月橋駅にスタッフ集合・参加者受付開始 

 16:10 

16:45 

第一陣の参加者で河川敷に移動 

工作現場到着 

 17：00 向島南小学校からの参加者も合流 

 17：05 坂本レンジャーによる開会の挨拶 

 17：15 協力スタッフによるツバメ講座 

 17：45 小鳥のブローチ工作開始 

 18：10 

 

工作終了  

坂本レンジャーからツバメのねぐら観察の際の注意事項説明 

 18：15 ヨシ原の広がる観察場所へ移動 

 18：20 フィールドスコープで野鳥観察 

  ツバメ観察 

 19：25 

19：30 

観察終了 坂本レンジャーの閉会の挨拶 

解散 

実施場所 
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1.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

 ・配布資料 

  

  

  

 

 
配布資料 

関係機関からの支援内容 

 

○ 淀川河川事務所伏見出張所 

   チラシの印刷 

   参加者の受付 

   必要物資の準備 

○ 伏見区役所 

  区民新聞に観察会募集記事の掲載 

 

レンジャーの活動内容 

 

○ 実施計画の立案 

   実施内容、実施日の決定 

   支援スタッフとの打ち合わせ 

○ 参加の案内 

   近隣の小学校へ、チラシ配布の依頼 

   伏見区役所へ新聞への記事掲載依頼 

   京都新聞などへの募集記事掲載依頼 

○ 関係機関との調整 

   伏見出張所、中央流域センターとの事前打ち合わせ 

○ 必要物品の準備 

   関係機関へ、貸与依頼 

○ 活動の実施 

   司会、進行 

   開会、閉会の挨拶 

   参加者との交流 

   関係者との打ち合わせや調整 
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1.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
受付の様子 

参加者には目印に黄色いリボンを配布 
 宇治川左岸を下流へ移動 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 坂本レンジャーの開会のあいさつ  協力スタッフによるクイズを交えたツバメ講座 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 小鳥のブローチ作り  工作作業風景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
ツバメのねぐらになっているヨシ原にて野

鳥観察 
 ツバメの飛来している様子 
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1.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

・ 素敵な経験をさせて頂いて感謝です。ツバメやその他の生物の不思議な本能を目

のあたりにして感激しました。今年の一番子があの群れの中にいると聞き、南に

帰るまでの無事をいのりたいと思います。 

・ はじめて参加させていただきました。ツバメのことはよく知っているつもりでし

たが、いろいろと勉強になったこともあって楽しい観察会でした。工作も童心に

かえって・・・。それにしても、準備その他たいへんご苦労様です。有難うござ

いました。 

・ 自然工作のブローチも簡単に出来て楽しかったし、ツバメの観察会ではたくさん

のツバメがねどこに帰ってくるのが見れて、自然の雄大さにおどろかされました。

子供にも身近に自然にふれることができてよかったです。 

・ 春から初夏にかけて商店街の軒下に巣作りして子育てするツバメを見るのが毎年

私の楽しみになっているのですが、巣立った後どうしているのだろうと、気にな

っていました。今日の観察会で疑問が晴れました。わが家から歩いて 30 分のとこ

ろに、こんな野鳥の大規模なねぐらがあるなんて・・・。 

家族の者を誘ってまた見に行きます。自然工作、簡単でかわいくてよかったです。

  

今後の課題 

・ 参加者の募集が大変なのは相変わらずである。今回は「市民新聞」を見てという

人が多かった。しかし、毎回多かった「京都新聞」を見てという人はほとんどい

なかった。いつものことながら、観察会前日までハラハラ、ドキドキである。 
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2. 坂本R・笠取川自然観察                          ・平成 22 年 9 月 11 日(土) 
2.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 第 2 回宇治川自然観察会 

担  当 伏見出張所管内 河川レンジャー坂本レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 11 日（土）10：00～15：00 

参加人数 参加総数 63 名  

 一般参加者 42 名 大人 21 名、子ども 21 名 

 河川レンジャー 1 名 坂本レンジャー 

 講師 3 名 シニア自然大学水生生物観察指導員

 スタッフ 15 名 京とおうみ自然文化クラブ 

 出張所 1 名 山口係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 山本 尚義氏 (シニア自然大学水生生物観察指導員) 

 高橋 剛 氏 (シニア自然大学水生生物観察指導員) 

 石田 由利子氏 (シニア自然大学水生生物観察指導員） 

スケジュール 9:51 京阪宇治駅での受付のようす 

 10:17 笠取川現地に到着 

 10:18 会場全景 

 10:25 スタッフ集合 

 10:44 開会のあいさつと生物の講師紹介 

 11:02 自然観察のようす 1 

 11:04 自然観察のようす 2 

 11:16 自然観察のようす 3 

 11:43 自然観察のようす 4 

 11:47 水槽観察 

 12:14 講師による生きもの合わせ 

 13:10 生きもののリリース 

 13:27 集合写真 

 13:47 林間の工作会場 

 14:00 木工のブローチ製作 

 14:30 レンジャー閉会のあいさつ 

実施場所 
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2.2 事前活動  

  

  

 

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

関係機関からの支援内容 

 

○ 淀川河川事務所伏見出張所 

   チラシの印刷 

   手紙の配布 

   参加者の受付 

   貸与物品等の手配、準備 

○ シニア自然大学校水生生物科 

   水生生物の同定や解説 

   サンプルの採集  

  
○ 京とおおみ自然文化クラブ 

   スタッフとして支援  

   

レンジャーの活動内容 

 

○ 実施計画の立案 

   実施日、実施内容の決定 

   スタッフとの打ち合わせ 

○ 参加の案内 

   前回参加者への手紙 

   京と新聞、洛南タイムスへの記事掲載依頼 

○ 関係機関との調整 

   伏見出張所、中央流域センターとの事前打ち合わせ 

○ 活動の実施 

   開会、閉会の挨拶 

   司会、進行 

   参加者との交流 

   関係者との打ち合わせおよび調整   
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2.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:51 京阪宇治駅での受付のようす  10:17 笠取川現地に到着 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:18 会場全景  10:25 スタッフ集合 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:44 開会のあいさつと生物の講師紹

介 
 11:02 自然観察のようす 1 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:04 自然観察のようす 2  11:16 自然観察のようす 3 
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 11:43 自然観察のようす 4  11:47 水槽観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 12:14 講師による生きもの合わせ  13:10 生きもののリリース 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:27 集合写真  13:47 林間の工作会場 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:00 木工のブローチ製作  14:30 レンジャー閉会のあいさつ 
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2.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

○ 自然豊かな中で、家族でとても楽しませていただきました。みんなで力を合わせ

ると、たくさんの水の生き物が集められ、そのうえ先生にいろいろなことを教わ

り大満足です。これからも、ずっと続けていただきたいです。有難うございまし

た。 

○ 毎回とても楽しく参加させていただいております。子ども達も楽しみにしていま

す。今後も、宇治川について楽しく学び、守っていくことができたらいいなと思

います。 

○ カニがいっぱい取れてよかった。 

○ 工作が楽しかった。 

○ 浅くて、狭い川なのにたくさんの生き物がいたのにはびっくりしました。親の方

が夢中になってしまいました。  

  

  

今後の課題 

  

○ 水のきれいさを証明する多くの水生生物を見ることができ、笠取川の水の美しさ

が今回も実証されてよかった。今後もこの美しさを維持していくには何ができる

か考えていきたい。 

○ 毎回、たくさんの生き物を見ることができるのは、観察場所が常はヨシやその他

の植物に覆われていることがいいのだろうと思う。しかし、観察会の数日前に支

援のスタッフの人たち（１０人ほど）と草刈りをするのがかなり大変である。刈

り払い機数台に鎌や熊手を持ち込んで、半日がかりである。支援の方々に感謝し

ている。  
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3. 中川R・伏見ジュニア河川R                      ・平成 22 年 4 月～9 月 
3.1 実施状況  
＜テーマ:京都伏見ジュニア河川レンジャー＞ 

テーマ 京都伏見ジュニア河川レンジャー(活動①②) 

担当 伏見出張所管内 河川レンジャー 中川レンジャー 
参加小学校 深草小 向島南小 桃山東小 伏見住吉小 

6 月 9 日(水) 6 月 16 日(水) 日時 

9:00～12:00 9:00～12:00 

7 月 7 日(水) 

9:00～12:00 

7 月 8 日(水) 

9:00～12:00 

139 名 77 名  68 名 90 名参加人数 
4 年生児童 

128 名 

 

教職員   6 名 

スタッフ(京都教育大

学生)  3 名 

河川レンジャー (中

川)   1 名 

 

運営事務局 

1 名 

 

4 年生児童 

  68 名

 

教職員   4 名 

スタッフ(京都教育大

学生)  3 名 

河川レンジャー (中

川)   1 名 

 

運営事務局 

1 名

4 年生児童 

  60 名 

 

教職員   3 名 

スタッフ(京都教育

大学生) 3 名 

河川レンジャー(中

川)   1 名 

 

運営事務局 

1 名 

 

4 年生児童 

  80 名

 

教職員   4 名 

スタッフ(京都教育大

学生)  4 名 

河川レンジャー(中川)

1 名 

 

運営事務局 

1 名

 
 

 

スケジュール 

(活動①、②) 

9:00 十石舟乗船場集合 

準備、協力スタッフと打合せ 

↓ 

十石舟乗船、川の観察 

↓ 

オリジナル作製した水辺散策資料による水辺クイズ実施 

(京都教育大学学生と連携) 

↓ 

宇治川展望スポット見学 

三栖閘門資料館見学 

伏見みなと広場 

↓ 

濠川・宇治川派流の生物観察・清掃活動 

↓ 

12:00  解散 

 

※今後の参加校：桃山南小学校・桃山小学校・砂川小学校 

 

 

 

 

 

 

 

活動場所 
 

 

(活動①、②) 
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事前活動  

各種資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関からの支援内容 
○淀川河川事務所 

備品(のぼり、ビブス)の貸与 

 

小 学 校 へ

の 案 内 用

紙 

A4/4 ペー

ジ 

活 動 レ ポ

ート用紙 

A3/2 ペー

ジ 

京都教育大

学と連携し

制作した資

料 A4/8 ペ

ージ 
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レンジャーの活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

○実施計画の立案 

 実施日、実施場所の検討 

 

○参加の案内 

 各小学校への訪問による広報 

 

○新規活動資料の制作(探検学習マップ・学習③教材) 

 企画 

京都教育大学との打ち合わせ 

 制作 

 

○必要物品の準備 

 各関係機関への備品、資料の貸与、提供依頼 

 

○関係機関との調整 

 各関係機関へのスタッフ協力の調整 

 各小学校との調整 

 京都教育大学との調整 

 

○活動の実施 

 開会、閉会の挨拶 

 司会進行 

 説明 

 参加者との交流 
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3.2 活動状況  
  ◆6/9 深草小 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
中川レンジャーと教育大生の配布資料打合せ 

 
 

中川レンジャーのあいさつ 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
三栖閘門資料館の見学 模型を見ながら閘門の

しくみを学ぶ 

◆6/16 桃山南小 

 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
集合・中川レンジャーの挨拶 

 
 

学習１（十石舟乗船） 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
宇治川展望スポットでの様子 

 
 

学習２伏見港公園清掃 
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◆7/7 桃山東小

 
 

 
十石舟の乗船まで、熱心に配布資料に目を通す

児童たち 
 

十石舟船内の様子 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
広場を使って見学した内容の振り返り 

 

◆7/8 伏見住吉小 

 
グループに分かれて濠川周辺のゴミ拾い 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
協力スタッフによる児童用ビブスの準備 

 
 

十石舟乗船風景 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
三栖閘門展望台を見学 

 
 

みなと広場にて伏見についての勉強会 
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3.3 意見・課題  
 

参加者からの意見 

レンジャーの感想 

  

活動レポート集計は全活動終了後に報告予定。 

  

 

 

 

 

今後の課題 

 

●【その他関連の活動】 

伏見の川の勉強会実施 

伏見南浜小学校よりの依頼で企画実施した。 

 

○日時：平成 22 年 8 月 30 日・31 日 

○場所：月桂冠酒蔵オフィス ミーティングルーム 

○参加者数：8 月 30 日-21 名・31 日 22 名 

○内容：濠川・宇治川派流・宇治川において小学生が考える疑問、質問等に返

答をしていくかたちでの勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今後の課題 

 本活動を通じ上記のような関連活動や他校、他世代とのつながりをつく  

 り広がりをもたせ、地域に根付く活動にしていきたい。 
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4. 望月R・濠川クリーンアップ(雨天中止)      ・平成 22 年 6 月 26 日(土)  
4.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 濠川クリーンアップキャンペーン 

担  当 伏見出張所管内 河川レンジャー 望月レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 26 日（土） 10：00～12：00  

参加人数(予定) 参加総数 名  

 児童 35 名

 一般参加者 50 名

 河川レンジャ－ 2 名

 運営事務局 １名

伏見南浜小学校児童 

一般参加者 

望月レンジャー、中川レンジャー 

 

スケジュール(予定) 9:50 集合（伏見南浜小学校）、軍手・火ばさみ、ゴミ袋の配布 

 10:00 

 

望月レンジャーの挨拶と活動内容の説明 

宇治川派流へ移動 

 10:10 宇治川派流到着 左右岸の高水敷で清掃活動開始 

  

11：50 

宇治川派流～濠川から伏見港公園 

清掃終了望月レンジャーの解散、挨拶、片づけ 

 12：00 終了予定 

実施場所(予定) 
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4.2 事前活動  

  

各種資料 

  

 

特になし 

 

    

関係機関からの支援内容 

 ○京都市環境政策局 伏見まち美化事務所 

必要備品の貸与 

ゴミ袋の提供 

（集積ゴミの回収） 

    

  

 

 ○実施計画の立案 

  実施日・実施内容の検討 

   現地下見 

  ○参加の案内 

   チラシの配布（配布先…伏見南浜小学校、ボランティア団体） 

  ○必要物品の準備 

   関係機関、協力者への依頼・調整 

レンジャーの活動内容  ○関係機関との調整 

   スタッフ依頼、調整 

   備品の借用依頼 

   各種打ち合わせ 

  ○活動の実施 

  

  開会、閉会の挨拶 

  司会振興 

  移動時の安全確認 

  参加者との交流 

  意見・感想のとりまとめ 
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4.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 清掃活動予定河川「宇治川派流」  季節の植物が豊富な河川 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 寺田屋付近  伏見港付近 

  

  

    

          

 

 

 

 

4.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 ○「開催してほしかった」 

  

今後の課題 

 

 ○雨天時の延期日を設けていないので、活動が天気に左右されてしまう 

○今回中止のため、秋の清掃活動を 2回開催（10 月 17 日、11 月 27 日）予定 
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5. 中村R・宇多野の自然と水辺の学習            ・平成 22 年 4 月 26 日(水) 
5.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 宇多野の自然と水辺の学習(野鳥と仲良くなろう!) 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー 中村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 26 日（水） 8：50～10：50  

参加人数 参加総数 73 名  

 宇多野小学校 3 年生児童 67 名

 教師 3 名

 河川レンジャー 1 名

 講師 1 名

 運営事務局 1 名

 

 

 

 

講師 植田氏 (野鳥の会) 

スケジュール 8:50 準備 

 9:15 集合・中村レンジャーの挨拶・学習開始 

  宇多野の環境学習 

 9:40 講師による鳥の話 

  鳥の羽や骨の観察 

 10:30 学習終了 

  後片づけ 

実施場所 
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5.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

    

関係機関からの支援内容 特になし 

    

レンジャーの活動内容  

(当日活動) 

本日 9:00 に学校に集合 

11：00 頃まで視聴覚教室で学習会 

内容:まだ知識のない 3 年生を対象に宇多野界隈で観察できる野鳥につ

いて話。 

準備した PPT には観察可能な水辺の野鳥の写真を入れ、野鳥と他の生き

物との関わり、それらが人間に取ってなぜ大切なのかについて話す。こ

のような内容で 1年間学習をしていく。 

 

 学習会の後、昨年の 3年生が植えたウメモドキのプレートが完成した

ので、校門近くの木の傍に立てた。ウメモドキは新芽が美しく出ており、

肥料を施しておいた。 

 

(協議内容報告) 

4/2 17:00 協議内容報告 

宇多野小学校教師：3 年／米田京子、4 年／林秀光、5 年／長谷

川敬、6 年／土田 舞、中村レンジャーの 5 名 

 

・野鳥の会事務所に集合（先生の異動に伴って学年担当も変わっ

たということでご挨拶を頂いた。 

・3 月 17 日に植えた 3 年生の記念樹（ウメモドキ）の実をジョ

ウビタキが１つ残らず食べてしまった、と言う報告を受けた。

◆ 今年の総合学習のテーマは「宇多野の自然と水辺との関わ

り」 

3 年生(68 名)：水辺の野鳥と仲良くなろう！ 

   4 年生(68 名）：水辺の生き物たち（三宝寺川）、 

   5 年生(74 名）：花背で広く「自然」について学ぶ（長期滞在）

                宇多野とどこが違うのだろう？など。 

6 年生(73 名)：ツバメの観察から学ぶこと。 

以上に基づいて、今年もそれぞれ学年ごとに水辺に関わる学習

会の実施が決まる。 
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5.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 準  備  中村レンジャーの挨拶・学習開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 宇多野の環境学習  講師による鳥の話 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 鳥の羽や骨の観察の説明  学習終了 

    

 

5.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

特になし  

  

今後の課題 

  

宇多野小学校では 3 年生から 6 年生の総合学習の一環を河川レンジャー中

村が担うことになった。 
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6. 中村R・ツバメの巣の観察                       ・平成 22 年 4 月 27 日(木) 
6.1 実施状況  

＜テーマ：＞ツバメの観察から学ぶこと 

テ ー マ 宇多野のツバメの巣の観察 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー 中村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 27 日（木） 8：45～10：45  

参加人数 参加総数 80 名  

 宇多野小学校 6 年生児童 74 名

 教師 3 名

 河川レンジャー 1 名

 運営スタッフ 1 名

 運営事務局 1 名

 

 

 

 

スケジュール 8:40 準備 

 8:45 集合・中村レンジャーの挨拶・ツバメの巣の観察説明 

 9:10 3 班に分かれて、郊外へ移動・巣の観察 

  ツバメの巣の観察 

 10:00 ツバメのビデオにて学習 

 10:30 学習終了 

 10:40 後片づけ 

実施場所 
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6.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

    

関係機関からの支援内容 特になし 

    

レンジャーの活動内容 

 

9:00 :あいにくの雨の中を観察に出かける。校区内のツパメの巣の場所は 

予め子どもたちと調べてある。学校近くの巣を廻り状況を把握する。

帰ってからダーウインの DVD でツバメの生態について学習する。 

11:00:終了 

28 日、今後の調査に必要な校区地図と観察記録用紙を届けた。 

 

 ツバメの巣の継続観察記録用紙を作成し先生に託す。また、大きな校区地

図には巣の場所が記してあるが、児童が観察して感じたことなどを記録して

いくことにする。(ポストイット使用) 

 
観察用紙 
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6.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 中村レンジャーの挨拶・学習開始  3 班に分かれて、郊外へ移動 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 ツバメの巣の観察  ツバメの巣のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 ツバメのビデオにて学習  学習終了 

    

 

 

6.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

  
特になし 

  

  

今後の課題 

 

特になし 
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7. 中村R・鴨川の生きもの調べ             ・平成 22 年 5 月 19 日(水) 
7.1 実施状況  

＜テーマ：＞桂川自然観察会 

テ ー マ 鴨川の生きもの調べ（京都市立柊野小学校） 

担  当 桂川出張所管内 中村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 19 日（水） 14:00～16:00 

参加人数 参加総数 20 名  

 
参加者 18 名

[柊野小学校 野鳥委員会] ５～６年生児童１６名 

教員２名 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 14:00  集合 

 
 

 ・校長、担当教員に挨拶。 

 ・打合せ 

 14:45 開始 

 
 

・先生からの諸注意 

・中村レンジャー挨拶 

 14:50 パワーポイントを使って野鳥についてのお話 

 

 

 ・学校近くの鴨川や桂川でよく見ることの出来る野鳥 

 ・野鳥って？飼育（飼い鳥）との違い 

 ・嘴や足など特徴による種類の違い 

 ・季節によって見ることの出来る野鳥の違い（冬鳥、夏鳥、留鳥など）

 ・野鳥から見えてくる生態系のバランス 

 など 

 15:35  終了 

   片付け 

 16:00 解散 

 

実施場所 

鴨川(柊野堰堤界) 
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7.2 事前活動  

各種資料 

 

 
○「ミニミニ野鳥図鑑」（日本野鳥の会） 

関係機関からの支援内容 
 

○(財)日本野鳥の会 資料提供「ミニミニ野鳥図鑑」 

 

レンジャーの活動内容 

 

・柊野小学校野鳥委員会の 5～6年生の児童 16 人。 

・鴨川の野鳥について調べているが、その他にも多くの野鳥が生息しているこ 

とが判ってきた。(児童から説明を聞く) 

・それらの野鳥と人と河川との関わりや、1年間の調査の仕方等について話す。

初めてなので、今回はとりあえず室内での授業とし、児童の話に耳を傾けた

いと考えている。 
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7.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 先生からの諸注意、中村レンジャー紹介  中村レンジャー挨拶 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 パワーポイントを使って野鳥のお話  野鳥と飼育（飼い鳥）の違い 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 特徴による違い  季節による違い（冬鳥、夏鳥、留鳥など） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 野鳥から見る生態系の環境バランス  児童達と質疑応答 
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7.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

特になし 

  

今後の課題 

  

特になし 
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8. 中村R・ツバメの集団塒(ねぐら)と渡り       ・平成 22 年 7 月 22 日(木) 
8.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ ツバメの集団塒(ねぐら)観察と渡りのメカニズム体験学習会 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー 中村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 22 日（木） 17：30～19：30  

参加人数 参加総数 67 名  

 宇多野小学校 6 年生児童 56 名

 教師・地域 5 名

 河川レンジャー 1 名

 講師 1 名

 運営スタッフ 3 名

 運営事務局 1 名

 

教師 5 名 

 

 

講師 須川 恒氏 (龍谷大学非常勤講師) 

スケジュール 17:30 ツバメの塒入り学習開始 

 17:40 須川先生によるツバメの観察説明 

 18:10 かすみ網にてツバメの調査説明 

 18:45 ツバメの塒入りの観察 

 19:15 学習のまとめ 

 19:30 学習終了 

実施場所 
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8.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

   

関係機関からの支援内容 京都新聞に予告を掲載  

    

  

 

(いままでの経緯と今回のテーマ) 

・ツバメが渡ってきた春から継続して観察を続けて来た。6 年生全員を対象

にした学習会で地域の人との交流も深めている。  

レンジャーの活動内容 
・龍谷大学非常勤講師の須川恒先生にご指導頂きながら.「渡り」の科学的な

メカニズムについての説明を受け、自分でも体験してみる。 

  

 

(活動スケジュール)  

各分担に分かれ 17:00 現地集合 

17:00 環境省調査のカスミ網を張る準備が始まる。 

17:30 一枚の網を張り終わるその頃小学校一行到着 

18:55 頃日没ツバメの小規模のねぐら入りはじまる 

19:15 頃ねぐら入りのピーク 

19:35頃ねぐら入り終わる。その少し前からツバメを網からはずしはじめる。

20:10 頃網からツバメをはずし、網をたたむ作業が終わり、標識・計測をは

じめる 

21:00 頃ツバメの標識作業終わる。 

 

(来年への申し送り事項) 

今回、標識した野鳥は 

・オオヨシキリ 3羽(2A,1J)、 

・スズメ 1羽(1J)、 

・ツバメ 18 羽(4A,14J)。 

ツバメの体重は、16.4g～20.2g でした。 

他にオオヨシキリ、セッカ、カワラヒワ、アブラコウモリが多く観察でき

た。 

 

(6 月 14 日学習会の報告) 

・宇多野小学校視聴覚教室 

9:00 から 11:30 まで。 

・宇多野小学校 3 年生児童 67 名と教師 3 名。 

中村レンジャー、ｽﾀｯﾌ 1 名（野鳥の会） 

・内容： 4 月から校区内の野鳥の観察を続けてきたが、今日は振 

り返り授業の実施。春からの学習の成果と云うべきか、児 

童が今まで知らなかった野鳥とそれらをとりまく環境に付 

いて様々な疑問点がでてきた。今日は徹底的に疑問に付い 

て皆と話し合い、問題の解決につなげ、これからの学習の 

参考にしたい。水辺→生きもの→これから私たちができるこ

と・・ 

 野鳥と他の生きものとの関わり、それらが人間に取ってな

ぜ大切なのかについて、少しでも近づくことができたらう 

れしい。 

 



31 

8.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 中村レンジャーの挨拶・学習開始  かすみ網にてツバメの調査状況 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 須川先生による「渡り」について説明  宇治川のヨシ原 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 ツバメの塒入りの観察  上空を舞うツバメ 
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8.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

参加者の疑問 

ツバメは巣をかけるときどのようなところを選ぶ? 

巣材は何? 

ヒナができたらどのようにして外敵から守る?、 

ヒナの数はいくつ? 

ヒナの数が少ない理由はなんだろう?－ 

ヒナの餌は何? 

餌はいっぱいあるの? 

どのようにして餌の捕り方を教えるのだろう? 

東南アジア方面へ帰って行くって何故判るの? 

途中で寄り道するのかな? 

また、来年も 3月ころになったら帰ってきてくれるかな? 

 

  

今後の課題 

  

 

網からはずしたツバメを児童が見るためには、19:30 までは現場にいる必要がある。 

足環つけの学習をするには 19:40 までは現場にいて欲しい。 

現地到着を 18:OO 頃にして少し解散時間を遅らせることはできないものか。  

  



33 

9. 田子R・春の桂川自然観察会                     ・平成 22 年 5 月 5 日(水・祝) 
9.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 春の自然観察会 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー田子レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 5 日（水祝）9：00～14：00 

参加人数 参加総数 39 名  

 一般参加者 28 名 うち子どもさん 3 名 

 河川レンジャー 1 名  

 講師 5 名  

 スタッフ 4 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 植田氏 (野鳥の会） 

 松尾氏 (野鳥の会） 

 田口氏 

森田氏 
(野鳥の会） 

(野鳥の会） 

 石川氏 (河川ごみ防止呼びかけ) 

スケジュール 8:36 受付のようす・阪急西京極駅前 

 9:15 西京極競技場でのレンジャーあいさつ 

 9:28 石川講師・河川ごみ防止呼びかけの児童ポスター解説 

 10:19 阪急鉄橋(上流)方向の観察 

 11:03 桂大橋上流での集合写真 

 11:06 植田講師の鳥の解説 

 11:29 松尾講師のふろしき講義 

 11:54 竹笛の作り方教室 

 11:47 レンジャーによる植物教室 

 12:46 参加者子どもさんの旗手 

 13:26 オドリコソウ群生地 

 13:51 田口講師による鳥合わせの後閉会 

実施場所 
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9.2 事前活動  

  

各種資料 

  

レンジャーニュース 

春の野草一覧表 

野鳥チェック表   

関係機関からの支援内容 

 

レンジャーニュース提供 

参加案内パンフレットプリント及び配布 

傷害保険加入 

  

レンジャーの活動内容 

 

春の桂川自然観察全般 

野鳥のお話 

野草のお話 

紙の竹とんぼ作り教室 

風呂敷の活用教室 

竹笛の作り方教室 

桂川美化啓発の呼びかけ 
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9.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:36 受付のようす・阪急西京極駅前  9:15 西京極競技場でのレンジャーあいさつ

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:28 石川講師・河川ごみ防止呼びかけ

の児童ポスター解説 
 10:19 阪急鉄橋(上流)方向の観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:03 桂大橋上流での集合写真  11:06 植田講師の鳥の解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:29 松尾講師のふろしき講義  11:54 竹笛の作り方教室 
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 11:47 レンジャーによる植物教室  12:46 参加者子どもさんの旗手 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:26 オドリコソウ群生地  13:51 田口講師による鳥合わせの後閉会 

  

    

    

 

9.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

○ とても楽しかった。又参加したい。 

○ 普段通っても気が付かなかった花々がこれ程咲いているとは驚き。 

○ 野草が多く綺麗だったが、ゴミも多くて残念でした 

○ 綺麗なトイレがあれば良いのですが 

○ 水面に浮かぶ水鳥に心が和みます。この自然を大切にしたいです。 

○ スタッフの皆様ご苦労様でした。 

  

今後の課題 

  

○ 少々暑く、歩く距離を短くしたが、休憩適地の日陰が少ない。 

○ 観察コースにトイレが少なく（簡易トイレしかない）行動範囲が限定される。 

○ 5 月 5 日の連休で各種行事と重なって子供の参加が少なかった。 
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10. 田子R・桂川クリ－ン作戦関連講演           ・平成 22 年 6 月 20 日(日) 
10.1 実施状況  

＜テーマ：＞桂川ｸﾘ-ﾝ大作戦『綺麗な川はみんなの願い』 

テ ー マ 第６回 近畿の環境団体情報交流会「桂川ｸﾘ-ﾝ大作戦『綺麗な川はみ

んなの願い』」 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー 田子レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 20 日（日） 11：15～12：30  

参加人数 参加総数 206 名  

 聴講者 約 200 名

 パネリスト 3 名

 河川レンジャー 1 名

 協力スタッフ 1 名

 運営事務局 1 名

 

 

田子レンジャー 

 

 

講師 田子氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 11:00 会場到着・準備 

 11:15 第 6 回 近畿の環境団体情報交流会 テ－マ別討論会 開始 

 
11:55 

田子レンジャ－「桂川ｸﾘ-ﾝ大作戦『綺麗な川はみんなの願い』」

発表 

 12:15 発表終了 

 12:30 第 6 回 近畿の環境団体情報交流会 テ－マ別討論会 終了 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かしはら万葉ホール 
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10.2 事前活動  

  

各種資料 

  

 

桂川クリーン大作戦の取り組み紹介用パワーポイント 

第 3回クリーン大作戦案内パンフレット 

レンジャーニユース 

 

 

関係機関からの支援内容 

 

パワーポイント作成 

レンジャーニユース提供  

   

レンジャーの活動内容 

 

パワーポイント用資料準備 

討論会出席 

クリーン大作戦の取り組み紹介及び河川美化活動の呼びかけ 

交流会出席  
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10.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 会場到着・準備  テ－マ別討論会 開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
田子レンジャ－「桂川ｸﾘ-ﾝ大作戦  

『綺麗な川はみんなの願い』」発表 
 ﾊﾟﾜ-ﾎﾟｲﾝﾄによる発表 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 討論会の様子  討論会の様子 

  

    

10.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

是非淀川でも一斉清掃を行いたい。 

  

今後の課題 

  

特になし 
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11. 柳沼R・かわみ                                      ・平成 22 年４月～9 月  
11.1 実施状況  

＜テーマ：かわみ＞ 

テ ー マ かわみ 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー  柳沼レンジャー 

開催日時 平成 21 年 4 月 1 日（木）～平成 22 年 9 月 30 日（木） 

参加人数 参加者延 66 名

 河川レンジャー 

一般参加者（住民・市民）

NPO 

行政 

1 名

33 名

4 名

28 名

 

柳沼レンジャー 

 

 

  

活動概要 4 月 1 日から 9 月 30 日の間、適宜実施。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 



41 

11.2 事前活動  

  

  

 

 

 

 

各種資料  

  

  

 

 

 
 現地普及用資料（本年度は淀川モバイルネットチラシを追加配布） 

関係機関からの支援内容 

 

 

 

○長岡京市総務課危機管理担当・環境政策推進監・環境コーディネーター・

環境経済部、上下水道部、建設部、長岡京消防署、社会福祉協議会等 

情報提供・助言、各種調整等 

○京都府乙訓土木事務所・流域下水道事務所・河川課・農林水産部・危機管

理防災課 

情報提供、助言、各種調整、河川安全普及チラシ提供等 

○淀川河川事務所 

情報提供、助言、各種調整、必要資料物品の提供・貸与 

○河川周辺各自治会 

情報提供、各種調整 

○地域住民 

情報提供、各種調整 

レンジャーの活動内容 

 

○実施計画の立案 

 課題地点・課題情報等の検討、コース図等作成 

○必要物品の準備  

 配布資料受け取り、返却 

○関係機関との調整 

 検討・調整 

○活動の実施 

聞き取り・説明・発見・撮影 

○記録 

記録化、普及用資料・配布物作成 

レンジャーの活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かわみの方法・意味＞ 

定期的に河川や河川周辺地域を自転車・原動機付き自転車または徒

歩などのゆっくりした速度により、河川の状況や河川利用者・地域住

民行政担当者の状況を知り、問題点や課題を把握し、今後の対策につ

いて検討するための基礎的な情報とする。堤防の状態や大型ゴミなど

の比較的緊急度の高い課題については適宜関係機関に連絡し、状況に

より、協力して対策を検討する。また、通常の問題点に関しては出張

所への報告は優先事項とせず、かわみの特長を活かし地域やその場所

の持つ社会的な原因を検討・発見し、地域のかたがたとともに解決す

る方向性を探る。そののち、地域において問題点解決のための普及行

事等を実施する。 

なお、「かわみ」という用語であるが、現在、河川レンジャーの行う

「対話型」の河川巡見（巡見＝各地を見て回ること）には適切な用語

が存在していない。そのため、今回は便宜的に「かわみ」と言う言葉

を使用する。 

 

情報の取り扱いに関する基本的な考え方 

１ レンジャーが「河川の安全」に関する情報を関係機関等へ連絡

することは必要である。しかし、情報内容は治水等に関する河
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レンジャーの活動内容

(続き) 

 

 

 

川や自然の形状変化、明確な犯罪行為等のみとする。 

２ 地域情報（自治会･河川に関わる個人情報）はレンジャー個人

の「人間関係や信用」等により収集した情報であり、組織とし

て共有化するのには無理が生じる。地域情報を出張所等に提供

した場合、レンジャーは淀川河川事務所ならびに出張所の下部

組織または組織の成員と認識され、住民との関係に課題が出る

場合がある。 

上半期の方向性に 

ついて 

 

 

 

 

2009 年度より行動域が拡大し、流域全体として見やすく・考えや

すくなった。新規追加となった活動範囲域や、情報不足地域に関して

はまだ基礎情報の下調べの状態のため、新規範囲での対話や地域住民

との関係構築は今後の課題である。 

現時点において、河川の状況や流域のさまざまな状況が不明のため、

担当域（担当流域＝旧乙訓郡域+三川合流点＝西京区、南区、伏見区、

向日市、長岡京市、大山崎町ならびに八幡市）を対象として河川を歩

き、基礎的な情報を収集出来ていない。また、これらの情報は「流域」

として、関係機関においてもまとまった形でほとんど収集・集約され

ていない状況である。 

 

活動状況 

 

今期は勤務先の関係で十分に練った・丁寧なかわみを実行すること

が出来なかった。2010 年前期は 2009 年度と比較して活動量が非常

に減少している。そのため、回数や内容の面で十分に地域の人々と話

をし、流域課題を把握することができたとは言いがたい。また、行政

担当者等とは電話等により打合せは行うことができたものの、「かわ

み」としてはあまり活動・訪問できていない。 

しかし、今までの住民、自治会等との関係性もあり、問いあわせや

依頼等、普及関係の相談は様々な形で連絡が来ている。 
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11.3 活動状況  
 

  

① 改修前の地域の洗い場（羽束師志水）

② 名菓「かつら川鮎」を新発売

した菓子店 

 

  
③西羽束師川支川五間掘流域溢水後の排水機場 写真は

スクリーンより回収されたゴミ（淀大下津） 

④同左 

 

  

⑤西羽束師川支川五間掘流域ほぼ最深地点 ガードレー

ルは冠水したと思われる（長岡京市勝竜寺）  
⑥小畑川支川犬川堤防１ 

 

 

   

⑦小畑川支川犬川堤防２ 
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11.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

    

・ばあちゃん（10 水の体験者）な、こないだ死んだ。一回顔出しに来てや。 

 このあたりでも、戦前の水（害）経験しとおるの、もう何人かだな。 

・あっこの自治会長、忙しゅうて、全然動いてくれんわ。このあたりじゃ、あっこ

が一番被害あるんやけどなあ。わしも、何回も言うたんやけどまた言うとくわ。

あんたも顔出しと、案（水害ワークショップの企画）頼むで。 

・今後も、防災の件で京都市内の自治会にも来てください。同じ川筋で、関係あり

ますしね。 

・そっちじゃ（西羽束師川支川五間掘）そんなに（溢水）出たんけ？。田んぼもつ

かんたんやろか。（7月溢水） 

・なんや、このごろの雨、怖いなあ。町内、年寄りばっかりやから、どないして逃

げるんやろ。年寄りばっかりやで。昼、若いのおらんわ。 

・あの穴（添付写真 犬川）、どないなってんのや。なんで役所すぐ直さんのや。

洪水来たらどうすんのや。 

（レンジャー説明 ほれ、ここ、堤防、結構厚いでしょ。それに、どんどんと水

がぶつかる場所でもないし。で、役所はこのぐらいならまだまだ大丈夫と判断し

てるんだと思いますよ。こういうような少し穴があいてるような場所や弱いとこ

ろはまだまだ各地にたくさんあるんです。で、ここよりもっと緊急度が高い場所

もあります。大雨が降ったとき、「すぐなんか起こるような状態のとこ」と、「ま

だまだ大丈夫なとこ」ではやっぱり、順番というか、優先順位の違いを付けない

と。 

逆に怖いでしょう。雨が多い夏場に何十日もかかる大きな作業（工事）をして、

そんときに大雨になったほうがもっと怖いですよ。水や台風がなくなる時期に作

業して、来年の春までには直すらしいですよ。※このあたりの説明内容に関して

は土木事務所と情報交換積み） 

・それにな、あの穴（上記の堤防）、地元のもんが見っけたっちゅうやないか。役

所、パトロールどないなっとるんや。 

（レンジャー説明 そら、無理ですわ。府の人も、毎度小畑川やら、小泉川一生懸

命廻って見てますわな。何人かで廻ってますわ。それも右岸と左岸があるんで、2

倍見んとあきませんわな。合せて何十キロにもなりますわ。それに、ほら、こん

なに、ツタが生えますわな。そうすると、目で見ただけではわかりません。ね。

ほしたら、川を使ってる地元の人や川で遊んでいる人の目が一番早いんですって。

自分らの地域の堤防や川に興味を持ってもらうのが、助かります。というか、「地

域が自分らの環境はまず自分たちでよくする」という思いが安全への道なんです

って。）※この件の今後の対応については次項記載 

・レンジャーさん、何とかならんか。わしらもちゃんと草刈りやら、役所に協力し

とるやないか。（要望を）言う分、やっとるやろ。この魚、これだけ死んでそれ

でも何ともないって言うんか。この臭い、これ（何十もの魚の死骸）変やろ。毒

流した犯人はだれや。何とか手を打ってくれ。 

  

  

今後の課題 

  

  

河川レンジャーの持つ「情報」を活かす仕掛けについて 

 

河川レンジャーは行政が関与した制度ではあるが、レンジャーの活動にあたって、

しっかり手順を踏めば、行政上の組織や土地をつなげて活動することができる。また、

本年度より担当の区域を超えて活動したり、府市町域において展開することがしやす

くなった。それらのことにより、各レンジャーの持つ専門性の分野において、単一の

部局や行政機関では持っていない情報や水流の仕組み、また、地域や地区固有の制度

を理解している場合も多い。それらの事に対して情報共有ができていれば、未然に防

げる事も多い。そのあたりについて検討する必要があるのかもしれない。 

 

河川レンジャーの持つ「視点」を活かす仕掛けについて  普及の手法について 

上記の写真のような件であるが、「立ち入り禁止」という情報以外に、もう少し踏

み込んだ情報提供があると住民に理解してもらいやすいのかも入れない。 

また、各レンジャーの専門分野から考えると、農業分野を防災や産業振興で見る目、

河川利用を環境や地域の雇用状況・生活状況で見る目など、部局単体では気がつかな

い視点もある。そのため、各部局とも連動しながら様々な手法で普及を行いたい。 

※前期分報告以外の事項となるが、10 月になって桂川本川以外の堤防で堤防の土質

調査が始まっている。この作業箇所における説明パネルの内容はわかりやすく、
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「まちなかのミニ防災展」のようである。これに関して、住民の間で「いままで

よりずいぶんわかりやすい」と評判がよい。 

 

行政との役割分担と連携 

 

犬川上流域からの硫化臭と同時期、小畑川・犬川の合流点付近で起こった

魚の大量の件という事があった。この件ではレンジャー自身も異変を感じて

おり、普段から協力してくれる流域住民からも情報提供や写真をいただいた。

しかし、発生した期間が短く、仕事の関係もあり、十分に対応できなかった。

ただでさえ多いとはいえない当該河川の生物や自然環境である。また、河川は地域

の小中学校の隣にあり、教育機関の教育の場所としても非常に重要な場所である。市

農業、市河川、府河川、国河川、市環境、保健所、市上下水、府流域下水、市市民協

働、教育、市内関係団体と多数にまたがる関係機関と協力する仕組みを事前に構築し

ておき、レンジャー自身が動けない場合、せめて電話ででも対応できるような体制に

ついて検討していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 

12. 柳沼R・長岡京市防災訓練展示・大道芸      ・平成 22 年 9 月 5 日(日) 
12.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 長岡京市総合防災訓練 展示・防災大道芸 

担  当 桂川出張所管内 河川レンジャー 柳沼レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 5 日（日） 10：00～12：00  

参加人数 参加総数 236 名 （防災訓練総参加者 449 名） 

 レンジャー展示コーナー 

来場者 
230 名

 乙訓土木事務所職員 3 名

 府流域下水道事務所 1 名

 河川レンジャー 1 名

 運営事務局 1 名

 

 

 

 

 

スケジュール 8:00 準備・パネル展示 

 10:00 長岡京市総合防災訓練開始・見学者説明開始 

 10:30 防災大道芸 

 11：30 「第一回 小畑川・桂川クイズ」の実施 

 11:45 柳沼レンジャ－からの表彰式 

 12:00 終了・後片付け 

 12：45 撤収 

実施場所 
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12.2 事前活動  

各種資料 

配布物 

 

   
  行事計画書    各種配布物 

関係機関からの支援内容 

 

長岡京市危機管理担当：展示コーナーの確保・テント・看板等の設置・場内広報

広報：市報・ホームページ掲載等 

乙訓土木事務所      ：防災関係パネルの貸出 

府流域下水道事務所  ：水循環・流域理解のパネルの貸出、物品輸送協力 

淀川河川事務所      ：レンジャー関係パネル、のぼり貸出、配付資料 

 

レンジャーの活動内容 

 

・関係機関との調整 

出張所調整 

長岡京市総務課危機管理担当調整 参加・展示に関しての調整 

京都府乙訓土木事務所 展示参加に関しての勧誘・調整 

府流域下水道事務所 展示参加に関しての勧誘・調整 

関連自治会 挨拶 

雨水タンク入手・輸送（協力京都市交通局 輸送許可・関連駅への連絡） 

 

・防災大道芸 雨水タンク編の実施 

紙芝居形式で災害と雨水タンクとの関係を解説するとともに、雨水タンクの

現物を展示することにより、理解を深めた。 

 

・第 1回 小畑川・桂川クイズ」の実施 

今年は新たに「第 1回 小畑川・桂川クイズ」という、参加者が河川に興味

を持ってもらえるようなクイズを作成し実施した。そののち、正解者の表彰式

を行い、表彰状を発行した。 

クイズの内容は参加者の方々が、自分たちのまちと森・山・川・防災・水循

環のつながりを知ることのできるものとした。その後実施した表彰式では、全

問正解の「優秀賞（西山と川を良く見ているで賞）」は出なかったが、敢闘賞

の「もっと西山と川であそびま賞」を発行することができた。 

なお、今回の総合防災訓練と関連して、当該地域における地震の断層や耐震

補強等に関するクイズ問題も用意した。 

※クイズの内容は小学５年生でもわかる内容で、まぐれあたりもあるように

作りましたが、残念！。今後、敢闘賞を取った人が地域の自然に親しみ、山や

川で遊んでくれるきっかけになってくれるのを願っております。 

 

・展示、河川事故・河川利用普及用資料等配布 

レンジャー制度、当該地区のレンジャーの活動内容、拡大版今昔地図の展示。

河川利用・水関係事故等啓発チラシ、河川レンジャー通信の配布等。 

なお、今回は、水害の原理や当該地における水害写真等の展示は乙訓土木さ

んに、水循環の仕組みについては府流域下水道事務所さんに分担して展示いた

だいた。 
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12.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 活動場所（長岡京市立神足小学校）  展示コ－ナ－全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

 展示コ－ナ－準備  
レンジャー関係ポスター・ 

手前は大道芸用雨水タンク等 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
レンジャー配布物・水辺・ 

森林関係行事ポスター 
 乙訓土木事務所と共同で来場者対応 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
柳沼レンジャ－による防災大道芸 

（雨水タンク編）
    来場者に説明（川遊び、してくださいね） 

 



49 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 市議会議員・市職員と意見交換  柳沼レンジャ－による表彰状の読み上げ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 柳沼レンジャ－による表彰状贈呈  後片付け 
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12.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

・引っ越してきたばかりで川の名前も川遊びができる場所も何も分からない。子ども

が小さいので、川遊びはさせてやりたい。 

・去年よりずいぶん（会場内の）いいところをもらえたね。来年もぜひ出てください。

・せっかくそんな恰好（川遊びをしやすい服と道具）をしているんだから、柳沼さん

も、もっと川で遊びなさい。その使い具合では、今年は全然川に入っとらんな? 

・なんや、このごろ、来いへんけど、たまには（かわみで、自治会周辺にも）きいや。

・おお、この地図、おもろいな、（昔の地図を見て）ウチどこやろ。ここ（神足小学

校）どこや。 

・なあ、おっちゃん、（紙芝居）、ちょっと難しい字あるわ。やさしく（解りやすく）

言って（表現して）。※小学生 

・あんたな、あんたがまじめにやっとンのはようわかるけど、（このような行事の時

には）わしら自治会のもんにもっと見えるようにせにゃ、伝わらんって。もっと目

立つこともしたらええのや。普段手帳持って聞いてる時とちごうて、あんたもみん

なの前で、なんかわかりやすくて楽しい仕掛けしたらええンや。 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

・今回、過去の活動の蓄積もあり、会場内で参加者や校庭の中心に近い場所に展示コ

ーナーを配置していただくことができた。 

  せっかくの市の支援に対して、こちら側の表現力の課題であるが、他の機関・団

体等の体験型行事と比較して、参加者の興味を引くことができたか、十分に足を止

める事ができたか、考えてもらうきっかけとなったかという課題もある。今回の展

示の要点は乙訓土木事務所や流域下水道事務所にも参加してもらうようになったこ

とである。また、主催者側の配慮で同じテントにしてもらい、企画段階から土木事

務所と打合せを行い、配置のみならず展示内容の選択や重点化・協働での解説・行

事展開等に関して一体運用することができたことである。そのうえ、同じテントと

なった市営繕課耐震化推進担当者が以前の市防災担当者であったこともあり、営繕

課とも協同で展開することができた。そのため、スペースを広く活用することがで

き、お互いが協力しあって解説等をすることができた。 

・上記の事もあり、今後はより分かりやすく、参加性が高く体験度のある内容につい

ても関係機関とともに連携・検討し、提案していきたい。 

その一つとして、今回のクイズの拡大版をゲーム形式で 500 人の参加者全員対象

に行うという手も考えられるであろう。 

・総合防災訓練において、地震と水害の複合型の想定が行われるようになったが、そ

れらの事を鑑みて、地震と水害の連動した防災大道芸の作成も検討し理解促進に努

めたい。 

・当該市内での防災訓練は小学校区順のため、次回実施されるのに 10 年かかる。その

間を埋めるスポット的な展開協力についても検討していく必要もあるかもしれない。

・大道芸の内容であるが、もともとが小学校 5 年生以上を対象とした中身であったた

め、低学年の子どもには一つ一つの言葉や河川の仕組みがわかりにくかった。防災

分野で幼児・児童向きの普及内容研究の要望も高まる中、水害対応・減災を考えた

場合、先進県の事例をも研究しながら、園児や低学年向けのわかりやすい内容も検

討していきたい。 

 

感想等 

当日は校区の各自治会、地域防災関係団体、各行政等々の約 550 人が、消火器体験・

消防ホースまとあて体験や濃煙体験などに参加され、熱い日差しの中、楽しみながら

体験していました。 

 今後、展示内容や行事内容のわかりやすさ、参加型企画の必要など、課題はまだま

だありますが、他の部局とも連動・協力しながら少しずつ良い内容にしていきたいと

思います。 

来年度はより、参加者が「未知な事を体験することができ」、「何か身につくよう

な内容」に挑戦してみます。 
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13. 仁枝R・リバーウォーク桂川                      ・平成 22 年 4 月 25 日(日) 
13.1 実施状況  

＜テーマ：川の旅「リバーウォーク桂川」＞ 

テ ー マ 川の旅「リバーウォーク桂川」春の桂川をハイキング 

担  当 山崎出張所管内 河川レンジャー 仁枝レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 25 日(日) 9:30～15:30  

参加人数 参加総数 37 名  

 一般参加者 31 名 (大人 29 名、小人 2 名） 

 河川レンジャー 2 名 仁枝 R,田子 R 

 
スタッフ 3 名

淀納所桂川愛護会 

乙訓桂川愛護会 

 運営事務局 1 名  

講  師 田子 稔(草花や野鳥の説明) 

竹内 氏(河川利用と生きもの説明) 

桂川管内河川レンジャー 

乙訓桂川愛護会 

スケジュール 9:30 宮前橋左岸側元児童公園広場にてスタッフ集合・受付開始 

 10:00 仁枝レンジャーより開会の挨拶と行程説明や協力団体の紹介あり。

 
10:20 

 

  

リバー・ウォークの注意事項を説明し、いよいよ出発。 

桂川宮前橋右岸～桂川河川敷公園～天王山大橋～左岸宮前橋へ。

途中、春の草花や野鳥観察について田子レンジャーより解説あり。

乙訓桂川愛護会竹内氏より河川利用と桂川に棲む魚や桂川の景観

についての説明があった。 

 12:10 桂川河川敷公園到着 昼食。 

 13:20 

 

昼から更に下流の桂川河川敷公園へ向けて出発。 

途中、草花や野鳥観察について田子レンジャーより解説があつた。

 14:30 

 

天王山大橋側道から桂川左岸に移動し西山の山並や引堤による対

岸の新しい町並みを眺めてリバー・ウォークも最終コーナー。 

 15:25 宮前橋到着 

   仁枝レンジャーの挨拶後、解散 

実施場所 

宮前橋から 

桂川河川敷公園まで 
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13.2 事前活動  

  

  

各種資料 

 

  

  

  

  

  

  
  

  ○淀納所桂川愛護会 ・スタッフ協力  

関係機関からの支援内容 

 

○淀川河川事務所 

 配布資料コピー  ・広報用配布チラシ （Ａ４） 

          ・自治会回覧用チラシ（Ｂ４） 

・掲示用ポスター  （Ａ３） 

          ・当日のリバー・ウォークコース図（Ａ３） 

   

 ○実施計画立案 

レンジャーの活動内容 

 実施日、実施内容、実施行程の検討及び現地調査 

○活動案内 

 活動案内書の作成、 

 活動案内書の配布活動 ・各自治会への回覧、ポスター掲示、 

            ・町内各種団体及び協力団体へのチラシ配布  

            ・地域の小中学校・高校へのポスター及びチラシ

             の配布 

活動案内書の情報掲示 ・伏見区まちづくり情報掲示板への掲載 

・淀川管内河川レンジャーホームページへの掲載

○必要物品の準備 

 必要物品リスト作成と各関係機関への貸与依頼 

 配布資料の作成、各関係機関への資料提供依頼 

○関係機関との調整 

 事前打合せ、中間打合せ、完了報告等 

○活動の実施 

 配布資料の事前準備 

 会場設営、開会準備、 

  最終スタッフ打合せ 

開会、閉会の挨拶 

 司会進行、実施説明 

 参加者の交流と安全管理 

 配布資料 
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13.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 集合 スタッフによる受付  
開会式 仁枝レンジャーより挨拶と 

行程の説明、スタッフ紹介 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 堤防を降り下流へ向けて出発  田子レンジャーより春に見られる草花のお話

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 スタッフ解説による野鳥観察  桂川の川辺で愛護会の河川利用の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 桂川で見られる魚についての解説  宮前橋にて解散 
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13.4 意見・課題  

参加者からの意見 

  

 

・桂川の河川敷を歩き、川渡りなど緊張する場所もあつたが、沢山の種類の草花や野

鳥の姿になんと自然が豊かなで感激しました。それぞれの専門のかたがたの説明で、

生きものたちの名前などを知ることが出来大変よかつた。 

 ただ橋の下などに捨てられているゴミはいけません。 

 時間があればクリーン活動に参加したい。      

・道路が舗装され、橋がつけられ、便利になると自然が失うことになる。 

 矛盾しているが生活の中では仕方がないのか・・・！ 

  

  

今後の課題 

  

特になし  
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14. 仁枝R・鱧海道まつり防災体験                   ・平成 22 年 5 月 16 日(日) 
14.1 実施状況  

＜テーマ：＞2010-水害に備える 

テ ー マ 水防工法に学ぶ防災体験 Part1 in 横大路（横大路鱧海道まつり会場にて）

担  当 山崎出張所管内 仁枝レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 16 日（日） 9:00～16:30 

参加人数 参加総数 52 名 ※横大路鱧海道まつりは約 2500 人の参加があった

 一般参加者 40 名 [参加協力団体] 

 河川レンジャー 1 名 摂南大学２5 名 

 
講師（淀川資料室：柗永 氏、福井 氏） 2 名

淀納所桂川愛護会 

乙訓桂川愛護会 

 協力スタッフ 5 名 伏見の淡水魚を守る会 

 淀川河川事務所 3 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:00  スタッフ集合（桂川左岸 羽束師橋東詰付近「横大路桂川・草津みなとフェスティバル」会場内） 

   ・受付準備、パネル設営、水防工法作成器具類の搬入等 

 11:00 参加受付 

  パネル展示 

 12:50 実施場所へ移動 

 13:00  活動開始 

 

 

・レンジャー挨拶、講師紹介、諸注意 

・講師による水防工法について説明 

・講師、レンジャー、スタッフによる土のうの造り方説明・指導 

・土のう造りを実施 

・積み土のう工を実施 

 14:20  活動終了 

  ・水防器具片付け（水防倉庫へ） 

 15:00  イベントステージにて来場者へ防災啓発 

 16:00  「横大路桂川・草津みなとフェスティバル」終了と共にパネル展示終了・片付け 

 16:30 解散 

実施場所 
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14.2 事前活動  

各種資料 特になし 

 

○淀川資料室 

  講師派遣協力 

○納所向島水防団 

  スタッフ協力 

  水防用具借用 

○淀納所桂川愛護会  

  スタッフ協力 

○乙訓桂川愛護会 

   スタッフ協力 

○伏見の淡水魚を守る会 

    スタッフ協力 

○淀川河川事務所 

  展示パネル借用及び配布資料の提供 

  工法材料借用（土のう袋、まさ土、竹、ブルーシート、手袋） 

  災害対策車両の展示 

   ・本部車 

   ・照明車 

   ・衛星通信車   

関係機関からの支援内容 

  

○実施計画立案 

 実施日、実施内容、実施行程の検討及び現地調査 

  

○活動案内 

 活動案内書の作成、 

 活動案内書の配布活動 ・各自治会への回覧、ポスター掲示、 

            ・町内各種団体及び協力団体へのチラシ配布  

            ・地域の小中学校・高校へのポスター及びチラシ

             の配布 

活動案内書の情報掲示 ・淀川管内河川レンジャーホームページへの掲載

 

○必要物品の準備 

 展示パネル、配布資料の貸与依頼 

 

○関係機関との調整 

 事前打合せ、中間打合せ、完了報告等 

  実行委員会参加、企画打合せ、調整 

 

○活動の実施 

 会場設営、開会準備、 

  最終スタッフ打合せ 

開会、閉会の挨拶 

 司会進行、実施説明 

 参加者の交流と安全管理 

  イベントステージにて防災啓発 

 土のう等、会場整理 

 会場全体のクリーンアップ参加 

レンジャーの活動内容 
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14.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 「横大路桂川・草津みなとフェスティバル」会場全景  受付テント内でのパネル展示 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 開会。仁枝レンジャー挨拶 等  講師による水防のお話 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 土のう造り  積み土のう工 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 完成した積み土のう工について解説  摂南大学韓国留学生による積土のう工体験 
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 イベントステージにて防災啓発  伏見の淡水魚を守る会（淡水魚の展示） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 災害対策車両の展示(災害対策本部車）  災害対策車両の展示(照明車） 

 

 

 

 

 

   

14.4 意見・課題  

   

参加者からの意見 

  

 

 

特になし 

 

  

今後の課題 

  

 

 

特になし 
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15. 仁枝R・納所防災体験                              ・平成 22 年 5 月 22 日(土) 
15.1 実施状況  

＜テーマ：＞2010-水害に備える 

テ ー マ 水防工法に学ぶ防災体験 Part3 in 納所 

担  当 山崎出張所管内 仁枝レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 22 日（土） 8:30～15:00 

参加人数 参加総数 47 名  

 一般参加者 33 名  

 河川レンジャー 2 名 仁枝レンジャー、中川ゆレンジャー 

 講師（淀川資料室：柗永 氏） 1 名  

 
協力スタッフ 6 名

[参加協力団体] 向島・納所水防団 3 名、淀納所桂

川愛護会３名 

 韓国テレビ局取材 3 名  

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8:30  スタッフ集合（桂川左岸 宮前橋 200m 上流付近） 

   ・受付準備、水防器具準備等 

 9:30 参加受付 

 9:45  活動開始 

 

 

・レンジャー挨拶、関係者・講師紹介、諸注意 

・講師による水防工法について説明 

・講師、レンジャー、スタッフによる土のうの造り方説明・指導 

・土のう造りを実施 

・積み土のう工を実施 

 10:50  休憩 

 11:00 講師・スタッフによる「築き廻し工」を実施 

 11:20  完成した「築き廻し工」について解説 

   活動終了 

  ・水防器具片付け（水防倉庫へ） 

 12:00 解散 

 13:00 土のう等会場整理作業 

 15:00 作業終了 

実施場所 
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15.2 事前活動  

各種資料 

○当日の進行予定表 

○水防一口メモ 

○水防工法について 

（解説・図解）２種 

 
 

 

○淀川資料室 

  講師協力 

○納所向島水防団 

  スタッフ協力 

  水防用具借用 

○淀納所桂川愛護会  

  スタッフ協力 

○淀川河川事務所 

  各種資料提供及びコピー 

  工法材料借用（土のう袋、まさ土、竹、ブルーシート、手袋） 

関係機関からの支援内容 

 

 

○実施計画立案 

 実施日、実施内容、実施行程の検討及び現地調査 

○活動案内 

 活動案内書の作成、 

 活動案内書の配布活動 ・各自治会への回覧、ポスター掲示、 

            ・町内各種団体及び協力団体へのチラシ配布  

            ・地域の小中学校・高校へのポスター及びチラシ

             の配布 

活動案内書の情報掲示 ・伏見区まちづくり情報掲示板への掲載 

・淀川管内河川レンジャーホームページへの掲載

○必要物品の準備 

 必要物品リスト作成と各関係機関への貸与依頼 

 配布資料の作成、各関係機関への資料提供依頼 

○関係機関との調整 

 事前打合せ、中間打合せ、完了報告等 

○活動の実施 

 配布資料の事前準備 

 会場設営、開会準備、 

  最終スタッフ打合せ 

開会、閉会の挨拶 

 司会進行、実施説明 

 参加者の交流と安全管理 

 配布資料 

 土のう等、会場整理 

 

ジャーの活動内容 
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15.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 開会。講師・関係者紹介と諸注意。  納所自治連合会長挨拶、中川ゆ R 挨拶 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 

 

 
講師による水害と水防のお話 

（水防工法：シート張り工をバックに） 
 講師・スタッフ指導の下、土のう造り 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 積み土のう工  韓国テレビ局インタビュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 講師・水防団による「築き廻し工」  完成した「築き廻し工」について解説 
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15.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

・参加して良かった。住民を対象としたこのような防災体験は必要である。もつと若

い人の参加を期待したい。 

・住民が常に関心をもつこと、その上、川に心を配り、常より川を大事にする心を持

つことが必要と感じた。 

・いざ水が出た時、堤防が切れた時（恐らくないと思う）、土、袋等、土のう造りの

材料はどうして用意するのか・・・・何時も思っている。 

 

(その他) 

・桂川を流れる水が、川の名前の様に、より自然に近い水質になる様に願つています。

・家族づれで、ゆつくり遊べる場所が近くに無いので、あったらいいなあ・・と思っ

ています。 

・川が美しく、生きもの（植物含む）がすみつき易い所が段々無くなるので心配です。

・以前に比べて美しくなって来ていますが、まだまだです。一人一人の協力が必要で

す。 

  

今後の課題 

  

 

 

・体力のある若い人たちの参加が望まれる。 
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16. 仁枝R・水害特別講座                               ・平成 22 年 7 月 4 日(日) 
16.1 実施状況  

＜テーマ：特別講座｢大雨!増水!!そのとき、あなたは?｣＞ 

テ ー マ 特別講座｢大雨! 増水!!そのとき、あなたは?｣ 

担  当 山崎出張所管内 河川レンジャー仁枝ジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 4 日（日） 14:00～15:40 

参加人数 参加総数 30 名  

 一般参加者 24 名 18 名 

仁枝レンジャー  河川レンジャー 

講師 

１名

１名 柗永氏(淀川資料館) 

  資料室 

事務局 

3 名

1 名  

講師 
柗永氏 (元淀川左岸水防事務組合収入役) 

スケジュール 13:50 スタッフ集合 準備、ミーティング、参加者受付 

 14:00 開会 淀川資料館柗永氏による講演｢水害のこわさ｣ 

  1 淀川の歴史から 

 
 

2 昭和 28 年台風 18 号 

3 明治、大正の洪水 

4 ジェーン台風と昭和の洪水 

 14:35 淀川河川レンジャー 仁枝洋氏｢台風 23 号桂川の記憶｣ 

  1 水防団に取り組んで 

  2 河川レンジャーに取り組んで 

   3 台風 23 号の記憶 ゴミ災害は知られていない 

  4 これからの水防災 

  ※質疑応答と館内解説を実地 

 15:40 閉会 

実施場所 
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16.2 事前活動  

  

  

各種資料 

 

  

 
 

関係機関からの支援内容 
○淀川河川事務所 

 配布資料コピー  ・広報用配布チラシ （Ａ４） 

 

レンジャーの活動内容 

 

 

 

 

 

○実施計画立案 

  実施日、実施内容の検討 

○活動案内 

  活動案内書の配布活動 

  ＦＭラジオ出演によるＰＲ 

○必要物品の準備 

  配布資料の作成、各関係機関への資料提供依頼 

○関係機関との調整 

  事前打合せ 

○活動の実施 

  講演「台風２３号 桂川の記憶」ゴミ災害は知られていない 

  参加者との交流 
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16.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
淀川資料館柗永氏による｢水害のこわ

さ｣の講座、説明 
 淀川の歴史の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 昭和 28 年の台風 13 号の災害の解説  水防工法に学ぶ防水対策等の説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
避難場所と避難収容所の比較対象の説

明 
 ｢これからの水防災｣の解説 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 質疑応答、館内の解説   
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16.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

特になし 

  

今後の課題 

  

 特になし 
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17. 酒井・辻川・上田レンジャー・河川行政研修会・平成 22 年 7 月 12 日(月) 
17.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修：河川行政研修会 

担  当 三出張所管内 河川レンジャー酒井・辻川・上田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 12 日（月）9：00～17：00 

参加人数 参加総数 26 名  

 

河川レンジャー 18 名

辻川、池宮、三輪、崎谷、上田、立

川、荘司、瀬野、山口、中島、酒井、

中川ゆ、谷岡、坂本、中村、田子、

仁枝、山村各レンジャー 

 講師 1 名 成宮調査課長 

 河川事務所 1 名 岡田係長 

 
運営事務局 6 名

西野、早瀬、松岡、橋詰、篠平、田

井中 

講  師 成宮氏 (淀川河川事務所調査課） 

スケジュール 9:06 酒井 R のあいさつ 

 9:06 会場全景と出席者のようす 

 9:09 上田講座研修実行委員長のあいさつ 

 9:11 講師成宮課長の紹介 

 13:12 バスで移動開始 

 13:40 牧野わんどでの説明のようす 

 13:41 参加者集合写真 

 14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の設置について 

 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について 

 14:39 三島江切り下げ区域の全景 

 14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応答 

 15:23 上田 R・立川 R：点野わんどでの活動について 

 15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除去について 

 16:13 成宮課長：赤川わんどの変遷について 

 16:41 毛馬出張所での休憩 

 
17:00 

辻川 R：西中島での野犬対策水路について話の後、閉会のあいさ

つ 

実施場所 

中央流域 C 会議室～ 

淀川現地 
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17.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  
    

    

関係機関からの支援内容 講師：淀川河川事務所調査課成宮課長  

    

レンジャーの活動内容 

(当日レジュメより) 
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17.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:06 会場全景と出席者のようす  
13:40 成宮課長：牧野わんどでの説明のよう

す 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の

設置について 
 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:39 三島江切り下げ区域の全景  
14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応

答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除

去について 
 

17:00 辻川 R：西中島での野犬対策水路につ

いて話の後、閉会のあいさつ 
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17.4 意見・課題  

参加者からの意見 

  

淀川水系河川整備計画の説明を受け，淀川における河川環境，治水・防災，利水，

利用，維持管理の，現状及び問題・課題並びに対応策について，レンジャーと講師の

間で意見交換が行われました。 

特に治水・防災上の課題，人と川のつながり，水辺や河原の再生について意見があ

りました。 

 今後の課題 

１． 今回の研修では河川整備計画の全体を把握する目的で実施したが，個別のテーマ

について今後実施するかどうか。 

２．研修の成果を個々のレンジャー活動にどう活かしていくか。 
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18. 仁枝・谷岡・中島レンジャー・外来生物研修会・平成 22 年 9 月 7 日(火) 
18.1 実施状況  

＜テーマ：河川レンジャー研修「外来生物研修会」＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修「外来生物研修会」 

全国的に課題となっている外来生物の問題。レンジャーも活動の中ですで

に取り組んでいたり、今後の取組みを検討したりしている。 

・河川事務所の「地域と行政による協働」の取り組み事例から学ぶ、 

（平成 16 年「嵐山地区水草対策研究会」を発足。） 

・レンジャーの取組みを発表、課題や解決方法を紹介、考える。 

担  当 山崎、高槻出張所管内 仁枝・谷岡・中島 レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 7 日(火)8:30～17:00 

参加人数 参加総数 22 名  

 

河川レンジャー 12 名

現地 8 名、池宮、三輪、﨑谷、中川ゆり子、

田子、中島、仁枝、谷岡 

講義 12 名、上記に山本、酒井、山村、福井各

レンジャー 

 講師 1 名 室内講義 

 河川事務所 3 名 芝田監督官、日朝専門員、岡田係長 

 運営事務局 6 名 現地 5 名 

講  師 田村くに江さん 淀川河川事務所 河川環境課 専門職 

スケジュール  

8:30 

活動場所は桂川、嵐山の渡月橋、一の井堰上流。 

左岸の船着場付近に担当レンジャー、河川事務所、事務局集合

 8:50 参加レンジャー集合 

 9:00 道具を車から運搬、準備（胴長、ライフジャッケットを着用）

 9:15 除去作業の説明、体調の確認 

 9:32 除去作業を開始。対象外来水草はオオカナダモ、コカナダモ。

  ・地元の方々や嵯峨中学生と共同で行った。 

  ・作業は、外来の水草を採り、舟へ引き揚げることが主。 

 

 
 

・観察 在来種クロモなどとの違い、繁茂している場所と状況、

    除去前後の環境の変化、魚などの生き物を観察。 

 

 

11:00 

 

除去作業を終了、回収した水草の観察、かたづけ、着替え。 

移動と昼食 

 

 

14:30 

 

室内講義①田村講師 事務所の取組み、外来水草の影響と対策、

    ②レンジャーの取組み事例の紹介 中島、福井ほか。

 

 

 

17:10 

質疑応答、意見を交換 

終了、かたづけ 

実施場所 

 

午前：水草除去は、 

桂川、嵐山、 

渡月橋、一の井堰の 

上流 

 

 

午後の室内講義は、 

上流域流域センター 

2F 会議室 

（伏見出張所構内） 

 

 

 

 

 

 
         

 



 

 

72 

 

18.2 事前活動  

  

  

各種資料 

1．田村講師資料 

2．レンジャー発表資

料 

3．今後の活動チラシ 

  

  

 

 

  
 

    

関係機関からの 

支援内容  

淀川河川事務所からの支援 

 

1．関係団体との調整 

2．用具の貸与、運搬、講師の派遣、会場、資料の提供など 
   

    

レンジャーの 

活動内容  

1．レンジャー実行委員会で、研修のテーマ「外来生物」を決定。 

2．担当レンジャーで、企画、準備、運営。 

3．淀川河川事務所河川環境課と打合せ。 

4．用具の用意、貸与を受ける。 

5. 報告の作成 
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18.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:40 嵯峨野中学校の生徒参加者  9:23 レンジャー除去作業説明、体調確認 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:32 水草の除去、回収  9:36 オオカナダモなどの観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:11 レンジャーと中学生の共同作業  10:18 レンジャーによる回収作業 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:12 作業中の中学校生徒と陸上から

安全監視のようす 
 11:11 回収した藻を前に集合写真 
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 14:52 室内講義   16:45 質疑応答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

 

18.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
(敬称略)  

  

  

  

  

  

  

 

・池宮 

 有名な観光地の川に大量の水草が繁茂している事に驚いた。駆除や環境の改

善への取組みの大切さを感じた。改善していくかについては非常に難しい問

題があることも理解できた。総合的な取組みが重要だと感じた。 

・崎谷 

 現場：参加者が多種なことが成果に加え、対外的インパクトも有り 

  非常に意義がある事業だと思う。自身の活動にも役立つ良い機会。 

 講義：田村さんの話は参考になった。自然に人の手を加えすぎることが自然

を変化させてしまうのでは？ 

・酒井 

 ジャンボタニシを食用として再認識できないか。 

 特定外来種がなぜそこに生息することに問題があるか、整理が必要。 

 多種多様な情報が入手できた。 

・田子 

 長い間、桂川の生物を観察していて年々、外来生物が増加しているのを 

感じていました。繁殖力の強い外来種といえども生態系が安定していれば入

り込むことが難しいといわれていますので河川改修においてはその点充分注

意してほしいと思っています。 

・谷岡 

 嵐山で水草を採りながら水の良さ、風景の美しさを堪能しました。 

 他のレンジャーの活動について情報交換ができたことが良かった。 

・中島 

 地元の方とのお話によると、かつては二枚貝もボテジャコもたくさんいたと

のこと、でした。水草を採った後、貝を探してみました。 

講義ではいろいろと示唆を頂き、田村講師、皆さまに学びました。 
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・中川ゆり子 

 流れ藻を止める網の藻を採取、今取ったかと思うと流れの中に又、多くの藻

が引っかかっており楽しくもあり忙しい時間であったが、休憩が疲れをとっ

てくれました。講師やレンジャーの取組みに多くを学びました。 

・福井 

 嵐山の取組みを知り地元のジャンボタニシ駆除の取組みにおいても組織を作

っていく必要を実感しました。レンジャー活動で、駆除だけではなく学習、

遊びなど楽しいことも入れて仕切りなおしだとかんがえました。 

 ヌートリア、木津町の鹿川に餌付けをされているそう。留意したい。 

・仁枝 

 机上の知識にだけでなく現地での体験はレンジャー活動にとってとても有益

な研修であった。今後も現地体験型研修をより多く実施してほしい。 

 担当地域でもアレチウリが繁茂、住民とともに活動したいと考える。 

・山本 

 除去した水草の利用方法を考えてはどうか。外来魚、ジャンボタニシを食べ

るなどの活用は？外来種との上手な付き合う方法を考えても良いのでは？ 在

来のめだかもいることを知ったのは良かった。 

・山村 

 講義で外来種問題の概略が理解できた。今後に役立つと思う。 

人が川に近づかないことから始まっていると思う、大いに人を近づかせるこ

と、レンジャーの役割。 

草刈予算の減少は、外来種問題への対策においても認められないと思う。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

 

・レンジャー研修について 

 活動の課題、問題となっていることを、これからもテーマにしてほしい 

との声が寄せられた。 

  

・外来生物問題 

 住民とレンジャー、河川管理者で、問題意識をどう共有化し、共に取り組むか。 

 例えば、ヌートリアに餌付けする人もあれば、駆除したい人もいる。  
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